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厚岸町議会 平成３０年度各会計補正予算審査特別委員会会議録

平成30年12月14日

午前10時01分開会

●委員長（室﨑委員） ただいまから、平成30年度各会計補正予算審査特別委員会を開会

いたします。

早速、審査を進めてまいります。

はじめに、議案第76号 平成30年度厚岸町一般会計補正予算を議題といたします。

１ページ、第１条は、歳入歳出予算の補正です。

２ページから４ページは、第１表歳入歳出予算補正です。

７ページ、８ページは、事項別明細書です。

９ページ、歳入から進めてまいります。

進め方は、款、項、目により進めます。

11款１項１目地方交付税。

８番、南谷委員。

●南谷委員 11款１項１目地方交付税でお尋ねをいたします。

補正額が１億6,416万3,000円、この補正でございますが、今回の補正ですが、昨年の

12月の補正より6,923万の増額。結果として、ここに記載がございます37億6,011万9,00

0円という数字になるという試算をしておりますけれども、この数字、昨年よりも37億

という数字は641万7,000円の増額となりました。

この37億6,011万9,000円には、昨年、同様に３億の特別交付税が含まれております

ね。

●委員長（室﨑委員） 税財政課長。

●税財政課長（星川課長） 今、委員からあったとおり、特別交付税３億円を含んだ数字

になってございます。

●委員長（室﨑委員） ８番、南谷委員。

●南谷委員 ３億入っているのですけれども、普通交付税でお尋ねをさせていただきたい

と思います。

昨年と比較しまして、今回6,923万増額補正をしておるのですけれども、まず昨年と

この12月の補正が6,900万ほど増額になっている、この要因について説明を求めます。

●委員長（室﨑委員） 税財政課長。

●税財政課長（星川課長） 今回12月の補正予算ということですので、全体的なお話にな
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りますけれども、今回の補正の内容につきましては、それぞれ執行の、当初予算から見

て、それまでの間において決算見込みとして事業費が確定しているもの、それぞれを精

査いたしましたもののほかに、この増額の要因とすれば、今年度については例年ですけ

れども、この時期に除雪対策費を計上させていただいたりですとか、そういったことが

ありまして、今回増額の部分で多くなっているというのが主な要因となってございま

す。

●委員長（室﨑委員） ８番、南谷委員。

●南谷委員 除雪対策費、後ほど歳出のほうでも出てくるのですけれども、6,000万ほど

増額になっていますよね。

これが大きな要因というふうに、私なりに判断しているのですがいかがでしょうか。

●委員長（室﨑委員） 税財政課長。

●税財政課長（星川課長） 主な大きな要因とすれば、除雪対策費がウエートを占めてい

るということになってございます。

●委員長（室﨑委員） ８番、南谷委員。

●南谷委員 その上で、お尋ねをさせていただきます。

８月28日に、第４回総務産業常任委員会を開催をしております。この中で、財政状況

についての説明がございました。

平成30年度の普通交付税の説明をしていただいたわけでございますけれども、もらっ

た資料がこれでございまして、この48ページに普通交付税の状況が記載をしてありまし

た。

これを調べさせていただいたのですけれども、平成30年度の普通交付税は当初32億9,

595万6,000円。そして、今回が１億6,416万3,000円、合計の普通交付税ベースで34億6,

011万9,000円となります。

そうしますと、この資料でいきますと交付額、平成30年度は36億3,365万9,000円とい

う記載がございます。この差額、34億6,000万と36億でございますから、差額の１億7,5

54万が不足しております。この分は、３月に補正されると判断をしたのですけれども、

いかがでしょうか。

●委員長（室﨑委員） 税財政課長。

●税財政課長（星川課長） 今、委員からるるご説明ありましたけれども、中身について

は３月ということになりますけれども、その間にもし途中において専決処分が発生した

りですとか、そういった追加の補正が出れば別ですけれども、今の予定とすれば３月に

残りの分が計上されるという予定になってございます。
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●委員長（室﨑委員） ８番、南谷委員。

●南谷委員 そうすると、この８月に平成30年度の普通交付税の36億3,365万9,000円、こ

れが厚岸町の普通交付税だよと、こういうふうに理解をさせていただいたのですけれど

も。この数字、昨年比6,683万7,000円減額になりますよ、このもらった資料から試算を

すると。6,683万7,000円減額になるという厳しい数字になって試算をされております。

その上でお尋ねをさせていただくのですけれども、平成30年度の財政運営上、この6,

683万7,000円財源不足分にどのように対応していくのかな。この財政運営上、どうなっ

ていくのか、今後、見通しについて説明を求めます。

●委員長（室﨑委員） 税財政課長。

●税財政課長（星川課長） 今後の見通しということでご質問でございますけれども、基

本的にはまず補正の中身ですか、その状況ですけれども、一応普通交付税につきまして

は地財のほうの計画の中では、総体的な全国のお話の中ではマイナス2.0％というもの

が示されておいて、その中で厚岸町についてはそれぞれ基礎数値がありますので、それ

を加味した結果、最終的にはマイナスの1.8に収まったということで、総体の枠の中で

は全体枠よりも下回った交付額になったという状況というか、結果的にはそうなってご

ざいますけれども、それを踏まえて昨年から約6,600万ほど減額になってございます。

この交付税につきましては、委員、既にご承知のとおり厚岸町の一般会計の約４割程

度を占めるような、大きいウエートを占める交付税になってございます。そういった意

味も含めまして、その6,600万が減っているという分については、これの補塡分をほか

のもので賄わなければならないということに、現実的にはなります。

そうすると、その内容とすれば、町税であったり、そういった一般財源の中で対応は

しますけれども、それについてもその部分をカバーしきれないということですので、こ

れにつきましては当初予算でもご説明を若干させていただきましたけれども、基金を取

り崩して収支の調整をして、年度の予算を確保しているというような状況になってござ

いまして、結果的には今、基金を取り崩した中で財政運営をしているというようなこと

になってございます。

●委員長（室﨑委員） ８番、南谷委員。

●南谷委員 そうすると、町税等いろいろ調整をしていくけれども、最終的には基金の取

り崩しが発生すると。その中で調整をしていくという捉え方でよろしいのですね。

それから、特別交付税、特交なのですが、３億と先ほど申しましたけれども、既に計

上されていると。例年であれば４億くらいのものが特交、３月の追加補正ぐらいで上が

ってくるのですけれども、この辺の特交の見通しについてあわせて説明を求めます。

●委員長（室﨑委員） 税財政課長。
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●税財政課長（星川課長） 特別交付税の中身、内訳ということでございますけれども、

特別交付税につきましては新聞報道にもございましたとおり、12月につきましては12月

の交付ルール分というのが交付されておりました。

これを受けて、委員がおっしゃっていたとおり３月の中旬辺りに、３月の最終的な交

付額が決定されるということでございますけれども、今、我々のほうで特別交付税の見

方ということでございますけれども、基本的には先ほども申し上げましたけれども、地

財のほうで総体的にはマイナス２％という枠の中で配分されるものだと考えてはおりま

すけれども、ただいかんせん、この特別交付税につきましては特殊的な財政事情がある

ところに多く配分されるということがございまして、我々が今、懸念している部分につ

きましては、今年の胆振東部地震があったことに伴って、そちらのほうの財政事情が大

きいということなので、そちらのほうに厚く配分されるのではなかろうかとは考えてご

ざいます。

そうした中でも、ただ交付額につきましては基本的なその枠の中で行きますので、そ

ういう財政事情もありながらも、我々としては、計画の段階ですけれども、去年よりも

マイナス２％の範囲内で収まっていただければ、それは総体的な枠の中で来ますので、

そういうふうには考えてはございますけれども、できればそれ以上が望ましいのですけ

れども、そういったことで、今、考えているということになってございます。

●委員長（室﨑委員） 他に、ございませんか。

（な し）

●委員長（室﨑委員） それでは、次に進みます。

14款使用料及び手数料、１項使用料、２目民生使用料。

（な し）

●委員長（室﨑委員） ４目農林水産業使用料。

８番、南谷委員。

●南谷委員 農業使用料、マイナスの741万4,000円。牧場使用料、これが916万4,000円の

減でございます。

町営牧場の預託の関係だと思うのですが、この減の要因について説明を求めます。

●委員長（室﨑委員） 産業振興課長。

●産業振興課長（川越課長） お答えをさせていただきます。

牧場使用料の減額の要因ということであろうかと思いますけれども、基本的にはこれ

は農家さんの都合によるものという、総体的に言いますとそういうような表現をさせて


